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翔開始時期に見られる。   

TypeⅣは，新産児が飛翔を開始する前の，  

雌親の授乳や保育の時期にのみに見られる。  

は じ め に  

食虫性コウモリの，活動期間中の－・時期の  

出巣個体数の時間的変化については，Kunz  

（1974），船越・内田（1975），Funakoshi＆  

Uchida（1978），Bu11∝k et al．（1987）および  

Swift（1980）の報告がある。   

本報告軋 アブラコウモリ明細血血路威服－  

〝㍑りの括動期間である3～11月にかけて，6年  

間にわたって同一・地域で，出巣開始から出巣  

終了時刻までの出巣個体数の頻度分布の変化  

を調べた。これらの結果とアブラコウモリの  

年間の生略史との関係を考察した。  

調査地域および方法  

出巣個体数の頻度分布を調査した場所は，  

香川県西部の観音寺市中新町のみなと橋（北  

緯340 06’，東経1330 39’，標高7m）である  

（Fig・・1）。調査は，森井（1982）と同一・場所  

で，1975～1980年の計6年間，各年3～11月  

の間に行った。調査回数は可能な限り各月の  

摘  要  

アブラコウモリPわ～5けe助∫αあr・α刑〟5の活動期  

（3～11月）における出巣開始時刻Ⅶ出巣終  

7時刻（出巣時間）の出巣個体数の頻度分布  

を1975～1980年の6年間調査した。出巣時間  

の5分間ごとのその頻度分布型は，TypeI  

（5分間あたりの最大出巣個体数の時間帯  

が，出巣時間の前1／3に位置する），TypeⅡ  

（同上の時間帯が出巣時間の中間に位置す  

る），TypeⅢ（同上の時間帯が出巣時間の後  

1／3に位置する），およびTypeⅣ（5分間の出  

巣個体数が40分以上はぼ同数で続く）の4型  

に分けた。   

TypeIは，胎児を待った雌の出巣時期，新  

産児の成長時期および冬眠前の皮下脂肪の蓄  

積時期といった，多くのエネルギーを要求す  

る時期に見られる。   

TypeⅡは，正規分布に近いもので，年間を  

通して一層多く見られる。こ・のTypeがアブラ  

コウモリの各生潜史の状況によって他のType  

に変化するものと考えられる。   

TypeⅢは，冬眠明けや，冬眠前の気温の低  

い時期および8月初旬から中旬の新産児の飛  
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上旬，中旬，下旬に各1回行ったが，それよ  

り間隔のあいた時もある。6年間の調査回数  

は計173回である（Tablel）。なお，1976年9  

月8・～13日にかけて，調査地域に強い台風  

（台風17号）が上陸し，平年の年間雨量を越  

す記録的大雨（385mm）を降らせた。   

出巣の観察は，日没時刻より約1時間前か  

ら行い，出巣開始時刻は観察日に－L番最初に  

目撃した個体の時刻とし，出巣終了時刻は，  

肉眼ではコウモリを正確に観察しにくい10k  

以下（照度計Udlida TN－500A型）の時刻か，  

あるいは5分間に出巣個体数が0になった時  

刻とした。つぎに，出巣開始時刻から終了時  

刻までの間（以下出巣時間どす－る）で5分間  

ごとに区切り，約25，000Ⅰポの範囲内で町並み  

から東南東の方向に飛んでいくアブラコウモ  

リの個体数を肉眼で数えた。   

出巣個体数の5分間ごとの時間的変化にお  

ける頻度分布型はつぎの4型に類型化した。  

すなわち各観察日において－出巣時間を3等分  

したときの5分間ごとの個体数中の最大個体  

数の位置による（Fig．2）：TypeIは最大出巣  

個体数が出巣時間の前1／3以内に位置する；  

TypeⅡは最大出巣個体数が出巣時間の中間に  

位置する；TypeⅢは最大出巣個体数が出巣時  

間の後1／3以内に位置する；TypeⅣは一斉に  

出巣しない型で5分間の出巣個体数がほぼ同  

数で40分以上続く。  

結  果  

出巣個体数の頻度分布型の4タイプの割合  

は，TypeⅠが23％，TypeⅡが52％，TypeⅢが  

17％およびTypeⅣが9％であった（Table  

2）。4タイプの出現状況をもとに，3～11月  

の上旬，中旬，下旬の出巣の様子をみると，  

つぎの6つに分けられる（Table2）。  

（1）TypeIとⅡがみられたのは，5月下旬へ／   

6月上旬，中旬，8月下旬～9月中旬およ   

び10月上旬であった。  

（2）TypeI，ⅡおよびⅢがみられたのは，6   

月下旬，7月上旬．9月下旬と10月中旬で   

あった。  

（3）TypeⅡとⅢがみられたのは，4月上旬～   

5月中旬，8月中旬および10月下旬～11月   

中旬であった。  

（4）TypeI，Ⅱ，ⅢおよびⅣがみられたの   

は，7月中旬であった。  

（5）TypeⅡ，ⅢおよびⅣがみられたのは，8   

月上旬であった。  

（6）T沖eⅣのみがみられたのは，7月下旬で   

あった。   

6年間の各月の上旬，中旬および下旬にお  
Fig，1．Ⅰ．∝ationofthestudyarea（solidcircle）in  

KanorIiiCity，KagawaPrefecturel  
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Tablel．Numberofobservationtimes 

Month  Mar   Apr May JunJulAugSept Oct   Nov・ Tota1  
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19791（l）1（l）1110 212  
10 1212121111100111 2 0 2 11 0 25  1980 0 01  

TotallO（9） 15（2） 26 2S  26 16 19（1）   21（6）  12（6）  173  

＊E：eary（1－10th），M：midle（11T20th），L：1ate（21－30thor’31th）  
（）：numberofnonemergence  

時期に日没時刻よりも20～50分早い時刻で出  

巣を開始し，全個体数の約41～76％の個体が  

日没前に出巣することが観察されている（森  

井，1982）。船越・内田（1975）は，エビナガ  

コウモリA弟乃f呼ねr〟～動物如5〟5で，森井  

（1982）はアブラコウモリで妊娠中期から出  

産期にある雌の体歪増加率は著しく，これは  

成長段階にある胎児への栄養供給と対応する  

と推測している。また，ドゥクツホオヒゲコ  

ウモリ殉′Ofヱ5Veゆ′では妊娠期間を通して，  

雌の食物量は増加し，成体雌よりも多くの食  

物を消費するという（Kunz，1974）。Kunz  

（1974）は，妊娠雌は授乳中よりも早く出巣  

するという。McMillam（1989）はコオヒキコ  

ウモリ乃血・～ゐク〟椚王Jαの調査において，早く  

出巣するのは，食物への欲求の増大が関連し  

ているものと推定している。アブラコウモリ  

でも，この時期の雌では多くの栄養源を必要  

としているので，出巣時刻が早く，早い時間  

で一・斉に出巣するというTypeIがみられるの  

であろう。   

6月下旬～7月上・中旬はアブラコウモリ  

の雌にとっては出産の時期であり，1頭約1  

gの子を1～4頭産む（内乱1950；森井，  

1976；Funakoshi＆ Uchida，1978）。個体に  

よって多少の時間的なずれはあるが，香川県  

ける出巣時間，平均出巣時間と標準偏差およ  

び変異係数（Table3）をみると，平均出巣時  

間が長かったのは7月下旬と8月上旬（56．0  

～5臥9分）であった。また4月の上旬，中  

旬，下旬も割合長かった（48．3～52．5分）。－・  

方，平均出巣時間が短かったのは9月上旬，  

中旬，下旬（28．3～33．6分），11月上旬，中旬  

（23．2へ′33い3分）および5月上旬，中旬，下  

旬（31．0～39．4分）であった。変異係数の大  

きな値は4月中旬～下旬，9月中旬，10月上  

旬～下旬および11月上旬へ′中旬にみられ 逆  

に小さな値は4月上旬，6月上旬，7月下旬  

および9月上旬にみられた。  

考  察   

1．TypeI   

5月下旬～6月中旬は，アブラコウモリの  

雌の体内には100％胎児が発育している（森  

井，2001）。この時期の個体群ははとんど雌で  

ある（森井，2001）。そして，雌の体重は急激  

に増加する（森井，2000）。出巣頻度のタイプ  

としては，この時期には，早い時間で一・斉に  

出巣するというTypeIがみられる（Table  

2）。この時期にTypeIがみられることは  

Funakoshi＆Udlida（1978）からも読みとるこ  

とができる。また，今回の調査場所ではこの  
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Fig．2．FourtypeSOfemergencefirequenciesinPbistrellusabramu5，KagawaPrefbctur’e  

するというTypeIがみられるようになるもの  

と考えられる。   

9月は∴アブラコウモリの雄個体において  

は，精子形成の最盛期である（内乱1966）。  

下旬には冬眠に備えて脂肪の蓄積があり，体  

重が増加している（Funakoshi＆ Uchida，  

1978；森井，2000）。この時期の個体群構成は  

成獣雌および幼獣からなっている（森井，  

2001）。9月上旬の体重の変化をみると，成獣  

雌は幼獣にくらべて大きな値を示し，それ以  

前の時期に比べて増加量が大きくなる傾向が  

ある（森札 2000）。大きな値を示す成獣雌の  

個体を解剖してみると，皮下脂肪が多く観察  

された。しかし，幼獣では皮下脂肪ははとん  

ど観察されなかった。1976年9月8～13日に  

かけて，香川県に強い台風が上陸した。この  

台風の影響で，それ以後の出巣時刻は他の年  

に比べて早くなったり（森井，1982），出巣時  

間が長くなった（Table3）のは，アブラコウ  

モリが台風の期間にエネルギー源を十分に採  

ることができなかったためと考えられる。ま  

た，この時期のドゥクツホオヒゲコウモリ〟 

veJ昨′・（Kunz，1974）では，摂食量は雌の方が  

雄より多く，雄の摂食量の最大は毛変わりと  

でのアブラコウモリの出産は7月5日を中心  

とした時期であり（Mor・ii，1980），出巣開始  

時刻はその前後の時期に比べて遅くなる（森  

井，1982）。この時期の個体群は成獣では雌個  

体のみで構成され（森井，2001），巣内には，  

出産直前・出産直後の雌個体および新産児が  

いるものと思われる。この時期にTypeIが見  

られるのは，出産直前の個体が早い時刻で出巣  

しているためであろう。   

8月下旬にはアブラコウモリの新産児は，  

ほぼ成獣の大きさまで成長し（Funakoshi＆  

Uchida，1978；森井，1981），体重は重くなる  

傾向がみられる（森井，2000）。この時期，新  

産児が成獣にくらべて早い時刻で出巣するこ．  

とは，Funakoshi＆Uchida（1978）も観察して  

いる。ヨーロッパアブラコウモリタ．〆〆由・e肋5  

において－も幼獣が早い時刻で出巣する  

（Stebbings，1968）。その理由としてStebbings  

（1968）は，幼獣が高いエネルギーを要求す  

ることと，有効な採餌ができないためであろ  

うとしている。アブラコウモリにおいても幼  

獣が成長のために多くのエネルギー源を要求  

するこ．とが考えられる。そのために，8月中  

旬には見られなかった一‥斉に早い時刻で出巣  
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Table3Thetime（minutes）魚・Omthebeginningtotheendoftheemergenceofbat  

Year  1975 1976  1977  1978 1979 1980   M±SD  C．V．  

E  

Mar M  35  

L  

35  

E  45  65  50  50   52．5±7．5  14．3  

Apr・“ M  80，40   40   50  52い5±16・4  312  

L  35，70   80  20   35  50  48．3±22．9  47．4  

E  30  45  35，35  25 25，50 50，60  39‖4±117  29．7  

May M  30，35  30 20，25   30   50   314±87  277  

L  30，35  35  20，40  30 25，30  30，35  31．0±5．4  17．4  雲
已
○
∈
d
≡
S
u
O
美
人
葛
ど
ぶ
】
已
○
∑
 
 

E   35，40  30  35 40，45  50  45  40．0±6．1 15・3  

50  40  60  40 35，50 30，40  43．8±10‖2  23．3  

40，45  25  40  40．0±8．4  21．0  45 45，60 30，35，35，40，40  

E   40，45  30，30，40，45，50   40  45   406±64 15・8  

Jul． M  55  45  45  40 35，60  55  50り0±104  20．7  

70  56．9±8．6  15．1  L   60，60  55  65 40，50  55  

70   56．0±9．7  173  

470±81  17り2  

37．5±6．3  16．8  

55  40  

45  35  

30，35  40  45  
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4
 
 

35 30，30  30  40  33“6±44  131  

30  30  20   15  283±11“1  39．2   

35  25  25  35  29．0±4．9  1（i．9  
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35  20 40，40  36．7±12．8  34．9  

25，35  20  33．8±134  39い6   

25  35，35  45、0±16．7  371  
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／
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′
0
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5
 
 

2
 
 

E  

Oct M  

L  

10  35   23．2±10．3   44‥2  

35   333±103   30‥9  

25  E  

Nov． M  

L  

20  45  

＊E‥ear吠1－10th），M：midle（11－20th），L：1ate（21－30thor31th）  

にとっては成長や冬眠にそなえて多くのエネ  

ルギ1－・源を採る必要がある。そのため早い時  

刻で一・斉に出巣するというTypeIがみられる  

のであろう。  

10月は，アブラコウモリにとっては交尾の  

時期であり（内田，1953），香川県では10月下  

旬ころから冬眠に入る（森井，1982）。この時  

期の個体群は，雌雄はぼ同数である（森井，  

2001）。体長と体重の関係では，9月にくらべ  

て体重は重くなっている（森井，2000）。この  

時期の雄個体を解剖してみると，9月にはみ  

られなかった皮下脂肪が観察された。出巣時  

間は9月より長く，変異係数は1976年9月の  

精子形成が始まった時期であるという。タイ  

リクノレンコウモリ〟．〃αJJβre′i（m・ZanOWSki，  

1961）では，体重の増加は雌では10月，雄では  

10～11月と雌において早くはじまる。トビイ  

ロホオヒゲコウモリMluc拘gus（Schowlter，  

1980）では，幼獣の体重が最大になるのiも  

成獣にくらべておそく，冬眠にはいるときの  

体重も成獣にくらべて－少ない。今回の，アブ  

ラコウモリでは，この時期に成獣雌において  

のみ皮下脂肪が観察されたり（森井，2000），  

体重が幼獣にくらべて大きいことは，冬眠に  

備えての脂肪の蓄積は成獣雌で早いことを意  

味している。この時期には，アブラコウモリ  
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田，1955）。   

3～5月下旬の出巣個体群は大部分が雌で  

占められている（Funakoshi＆Uchida，1978；  

森井，2001）。こ．の時期の出巣頻度のタイプと  

しては，年間を通して一層多いTypeIIが多く  

みられた（Table2）。この時期は，コウモリ  

が活動するには低い気温（12℃以下）（森井，  

1982）のためか，出巣開始時刻は不安定であ  

り（森井，1982），しかも，昆虫の密度は低い  

（船越・内田，1975）。低温で低昆虫密度時に  

はコウモリは食物をあまりとらない（Kunz，  

1974）ので，アブラコウモリの出巣個体中に  

は，出巣して－も十分に餌が採れない個体もあ  

ると思われる。そのため出巣す－る個体の中に  

は，空腹が認められる個体も存在し，そのよ  

うな個体は，早い時刻で出巣す－るものと考え  

られる（森井，1982）。船越・内田（1975）は  

ユビナガコウモリ〟．何物転職5の調査で，明  

るいうちからの採食油動は，特に食物の希薄  

時におけるコウモリの空腹状態と密接に関連  

しているものと考えられるとしている。アブ  

ラコウモリにおいても個体によって空腹状態  

が違うため，全体としては出巣時間が長く  

なったり，変異係数が大きくなったり，出巣  

開始時刻が不安定になったり（前乱1973；  

船越・内田，1975；Funakoshi＆ Uchida，  

1978；森井，1982）するものと思われる。   

8月中旬は新産児のはとんどが出巣し，採  

餌括動をするため年間を通じて出巣個体数が  

一L番多く観察される（森井，1982）。この時期  

の出巣個体群の構成は，新産児と成獣の混成  

したものである（森井，2000）ため，エネル  

ギ・－・源の要求に違いがあるものと考えられ  

る。そのために出巣時間は長くなる（Table  

3）が安定はしている（Table3）のであろ  

う。新産児の体重Ⅰも 8月上旬とあまり変わ  

らない（森井，2000）が，成獣雌では少し増  

加している（森井，2000）。この時期の成獣雌  

にとっては，新産児への授乳が必要でなく  

台風の影響を除くと小さい（Table3）。10月  

上旬には，雄が雌にくらべて早い時刻で出巣  

する傾向がみられる（森井，未発表）。これ  

は，おそらく，9月に雄や幼獣において，冬  

眠に備えての脂肪の蓄積ができなかったため  

にエネルギー源を多く採る必要があるためで  

はないかと考えられる。そのためにTypeIが  

みられるのであろう。  

11月になると，アブラコウモリの大部分は  

冬眠に入るが，わずかな個体においては，出  

巣する（内田，1966；森井，1982）。出巣する  

個体群には雄が多く，出巣平均時間は割合短  

い（Table3）。11月に雄が早く出巣すること  

は，雄において皮下脂肪の蓄積が遅れている  

こ．とと関連しているものと思われる。このた  

めにTypeIが見られるのであろう。出巣時間  

が短いのは，出巣個体が少ないためであろ  

う。こ．の時期に出巣時間が短いことは  

Funakoshi＆Uchida（1978）からも読み取るこ  

とができる。しかし，この時期には餌となる  

昆虫類は少なく（Funakoshi＆ Uchida，  

1978），活動するには気温が低い（森井，  

1982）。そのため，このような時期に括動する  

ことは，皮下脂肪を蓄積するよりも，消費す  

ることの方が多いのではないかと思われる。  

このことが，雄の大半はおよそ1年以内で死  

亡する（内田，1966；Funakoshi＆Udlida，  

1978；森札1999）ことと関連しているのか  

もしれない。  

2．TypeⅡ   

3月に冬眠からさめたアブラコウモリ  
（Funakoshi＆ Uchida，1978；森井，1982）  

は，冬眠中に体重の約20～27％（森井，  

2000）および約32％（Funakoshi＆Uchida，  

1978）減少しているため他の時期にくらべて  

体重は軽く（森井，2000）。出巣時間は長く，  

変異係数は大きい（Table3）。4月下旬には  

雌において排卵がみられ（内乱1950），体内  

に貯えられていた精子と受精する（平岩・内  
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なったことや，保育のためのエネル単一・の消  

費が少なくなったことが体重を増加させるよ  

うに影響しているものと思われる。こ．の時期  

の，トビイロホオヒゲコウモリ〟J〟C拘g〟．～の  

幼獣は，成獣に比べて－摂食量は少ない  

（Anthony＆Kunz，1977）という。その理由  

としてAnthony＆Kunz（1977）は，幼獣は2  

～3時間を通して有効な飛翔ができず，巣に  

帰るためであろうと推定して－いる。アブラコ  

ウモリの幼獣においても，この時期の飛翔は  

ぎこちないことや出巣後1時間くらいで帰巣  

す－る（森井，未発表）ことから考えるとトビ  

イロホオヒゲコウモリ〟J〟C拘g〟5と同様に摂  

食量は成獣に比べて少ないものと思われる。  

3．TypeⅢ   

TypeⅢが多くみられるのは冬眠明け直後や  

出産時期および出産直後であることから，出  

巣するには少し気温の低い時期や分娩持続時  

間が4．5～5．0時間（内田，19郎）であること  

および新産児への授乳が出巣を遅らせるよう  

に作用しているこ．となどのためにTypeⅢの割  

合が多くなるのではないかと思われる。  

4・TypeJV   

7月中旬・下旬は，アブラコウモリの雌親  

にとっては新産児への授乳や保育の時期であ  

る（Funakoshi ＆ Uchida，1978；Morii，  

1980）。この時期の個体群は雌と新産児から  

なっている（森井，2001）。この時期には，そ  

の前後とは異なった出巣がみられ（Funakoshi  

＆Uchida，1978），出巣時間が年間を通して一・  

番長くなったり（Table3），一・斉には出巣し  

ないTypeⅣのみがみられる（Fig・2）。しか  

し，出巣時間の変異係数は小さく（Table3）  

安定している。フリルホオヒゲコウモリ〟．  

thysanode5（Studieretal一，1973），トビイロホ  

オヒゲコウモリ〟J〟C拘g〟S（Anthony，1977；  

Studieretal．．，1973）およびドゥクツホオヒゲ  

コウモリ〟．ve埴′・（Kunz，1974）では授乳期  

にをも 妊娠期間よりも多くのエネルギ・一源が  

要求されるという。その理由としてStudieret  

al，（1973）は，ミルクの生産のためであると  

している。アブラコウモリにおいても同様の  

ことが考えられる。また，この時期の一月の  

括動タイプは不規則になり（Funakoshi＆  

Uchida，1978），個体群の約半数はEl没時刻よ  

りも早く出巣す－る（森井，1982）。ドゥクツホ  

オヒゲコウモリ〟．vピノ昨rでもこの時期は出巣  

がスムーズではない（Kunz，1974）。ヨー・ロツ  

パアブラコウモリタク画什e助5ではこの時期に  

は雌親は妊娠期間や離乳期にみられない，夜  

中に新産児への授乳のために帰巣する行動が  

み・られる（Swift，1980；Racey ＆ Swift，  

1985）。アブラコウモリにおいても，他のコウ  

モリと同様にこの時期に限った授乳や保育と  

いう行動のため，出巣時間は安定している  

が，出巣時間が長くなったり，他の時期には  

みられない，TypeⅣがみられるものと考えら  

れる。   

8月上旬から新産児は独力で採餌をはじめ  

る（内田，1966；Funakoshi＆Uchida，1978；  

森井，1980）。この時期の個体群は，成獣雌お  

よび新産児からなっている。この時期の出巣  

開始時刻は，日没時刻よりも約40分早い（森  

井，1982）。出巣頻度分布は7月下旬とおなじ  

TypeⅣが少し残り，TypeⅡ，Ⅲの割合が増え  

てきている（Table2）。この時期の雌親の乳  

頭が顕著であることから考えると，新産児の  

成長には個体差があり，この時期にまだ雌親  

から授乳されて－いる個体がいるものと考えら  

れる。そのため，雌親においては，7月下旬と  

同様に，授乳や保育のため不規則な行動がみ  

られるものと考えられる。その結果，7月下  

旬と同じ，TypeⅣがみられるのであろう。な  

お，新産児は成獣に遅れて出巣するという  

Kunz（1974）の結果と同じであった。  
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